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マ譲雌蛾粘液腺の細胞組織率的研究

特に

1." 
'-

ドリヌについて

瀧浮義良[¥・勝野貞哉

〈北海道犬王手農皐前iii苦塾教室〉

コンZ、

A cyto-histological study on the mucous gland in the f.emale 
Eri引 lkwormmoth， PkUOSU11l/ia cynthiα 1.icini， 
with special reference to the mitochondria 

By 

校保部に函別して，校修部ぽ:W:;に前・中・後部及

び、米品目i部の4-tmに|語別した (Fig.1)。

車!l織の固定には CARNOY液・ BOUlN液を用

い，染色にぽ DELAFIELD-Haematoxy linと，Eosin

との複染色法を行つアζ。 ミトコンドリアの翻察の

場合は主として固4ι液(1:CHAMPY ~-夜;乞 JHいたが，

その他 REGAUD液・ FLEMMING液・ FLEMMING

液に微量の酷般を混じたもの守宅HJいた。又染色

ぼ主としてゼラチン鍍銀法 (l，~}l 1 1949). KULL法

によれ一部ぽ HEIDENHAINiron-hacmatoxylin 

主用いた。切}干の厚さはすべて5μ とした。一

YOSHIRO TAKIZAWA and SADAYA KATSUNO 

2託費雌蛾に於けるWiZ夜!除の*ill胞中n織皐FI'0研究
についてば鈴木・辻川 (1937)により，又その前Il胞

撃的研究特にミトコンドリア・ゴ、Jレデ体及び核と

:分泌との闘係については辻ElI(1944)によって殻去

されている。

著者塁手はヒマ誌<i::J1!ぃ， その車布制制il旧H胞キ組組u織
究古乞と行つたととろ，!!二?に護育時期及び、昔日f立による

ミリコンドリアの長・分布欣態及び形態に差異の

あるととを児出したもので， ととにとれを報告す

る。

本文に入るに先:JEち，御校閲をこJf\った内 ~H:登

一教授に深謝の意を表する。
観察結果

1. 外部構造

家輩と同様に基部と校僚部の 2部に匝別され，

基部の下端は合ーしてEF:迅に閉口している。校保

材料及び方法

材料ぼヒマ誌を月jV'，固定時期は羽化前6日

目より羽化常日まで、百:日行い，固定部位は基部と
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Fig. 1. 雌蛾粘液腺タト形
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かに内方よりのととろから殻し，眼前il胞の長軸に

千行に走ってキチン内肢を貫通して腺腔に間口し

ている。校{庭部と基部の接するととろにほ球11たa:

J手.ナる短太の分泌管が見られるが，との部分を除

く以外の分泌管l主主HI長い管よりなる。腺細胞の核

は通例細胞の中央より外方に位置を占め，比較的

大形で闘形叉は楕闘形。佐旦していて羽化に近づく

に従って長楕m¥形となる (Fig.3)。

3. ミトコンドリア

CHAMPY液で固定してゼラチン鍍銀訟を施

したものば$11]胞質が淡黄色に， ミトコンドリアが

黒色に鮮明に染色されて最もよい成績を示したの

で，とれを主体として観察の結某を述べる。

(a) 基部

洞化前6日目より 3日目迄は組織は幼弱で、織

品w様物質が散在して， ミトコンドリアぽ見られな
い。 しかし洞化前2日目

より羽イヒ賞日になるとミ

トコンドリアが現出し， ι

持に羽化前 1日目に量的

に顕著な増加を見せ，且

っとの時期に織維欣のミ

トコンドリアが見られる

(Fig.4)。又短糸欣のミト

コンドリアが核の周聞に

集っているのが見られた

(Fig. 5)。一般に基部のミ

トコンドリアの形態ぽ頼

粒朕乃至短来肢を呈して

いる。頼お1:欣のものの大

川町一二-一.一同日
'
U

A
M
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郊の形態ぽ家誌と具たり，

米端部が官官二に絡る単一

の長い管で体内部に深く

侵入している(Fig.1)。

但し盲管に格る未端部ぽ

二叉又ぽ三叉していると

とがある (Fig.2)。各部の

長さは基部O:8，....O;9cm"' 

校保部 8~12cm である。

2. 内部構造

基部の皮膜ぽ内総にやや長いキチン内肢を有

ナる腺細胞よりなり， J1つ!字いキチン質で・著しく

短太た分?必管が$i!lB包先端iに近く渡し，先端のキチ

ン内肢を貫通して腺腔に閉口していて，腺腔i:t分

l技tti¥になって各$ill胞へ陥入している。1*J分担、管の

先端部ぽ球耽に膨んで、いる。皮肢の底部にぽlWぃ
膜よりなる基底肢が存在する(悶版 9)。

校保部の皮肢は!保$ill胞の他に皮膜の上方一及び

腺細胞出lに存在する小形の細胞が見られる。この

お11胞ぽ Fig.3に見られるように断面に於て三角形

又ぽ紡錘形を呈しその$ill胞賀ぽ極めて薄く，通

例同質欣を旦し，核を中心としてその周囲に僅に

見られるに過ぎた、い。この按ぽ腺線胞のそれに比

べ遥かに小さく同形又ぽ椅闘形をと呈ーする。核内に

ば一様に分散する頼1吋たの梁色質が見られるとと

があるが) *Ij然としないa 家鷲と同様にとの細胞

を支持細胞と名付ける。腺細胞は1本の分泌管a:

有している。との分泌管ぽ腺細胞のほ段、中央で僅

80 

枝{弘前l末端部Fig. 2. 

Fig.4. 司1化前!日目

基部腺細胞繊維状のミ
トコンドリアを示す。

ド同::なjj:
Fig. 5. 羽化前j[日目基音¥i腺細胞

短糸状のミトコンドJアが核の
周図に集つでいる状態を示す。

Fig.3. 枝{条古都腺細胞模型闘

g巴・・…腺細胞 st…・・分泌管
sc，.・・・支持細胞 ， }...一管 Jl生
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きさは 1-2μである。

向脂肪粒ぽ全tt月N刊を通じて見られるが，洞化
前 6日目より 5日目迄ぽ主として前11胞外方及び、基

底眼中に見られ，羽化に近づくに従って*iIl胞質中

に移行し，迭にその一部iX*!i液物質とー絡に分i必

第 l 

管より管腔に排出される。

以上基部に於けるミトコンドリア・脂肪粒・

及び粘液物質の欣態乞一括して表示ずると第1表

の如くである。

(b) 校保郁

表

lミトコンド Pア111l:.tl--t:II!-，t，.，.，..，..e[. 1 1Ia;=.t1--t!'¥f......，.......I..L.!'A 1管/1'室内粘in主
リアの量 iの形態 |脂肪粒の量 1)脂肪般の位置!物質の有鈍 b請 考

羽化官官6日目 土
基底 l民
細胞底部

司HI:前5日目 ++ 基底膜細胞底的i

羽化前 4日目 +十 華町 ij@. 1!I: 

司Ht前i3日目
(一1-)

~袋粒状 十十 細胞質

司H七前2日目 土 頼粒状 封+
主回 目色 宝 + 'ノ日I-;!>;"・

11陰

燃料:状
益田 R@. 'sI: 

。ミトコンドリアが急に増加

刻化前 1日目 +十 -jJi. 糸紋 ++ 十 .する。

繊維状 管 /1'宝 核の周囲にミ 1・コンドリア
I が集る。

滑化 1者日 制ft 悪質粒 J伏 ++ 
京国 H@. 壬Z 十 核の周回にミトコンドリア
管・ 11生 ιが集るo

(誌) ミトコンドリアの量 十の多少はその量の多寡を示し，ーはミトコンドリアの見られな，，-，
場合を示す。括弧内は稀に見られる場合を示す。

脂肪般の量
管/1堂内粘i夜物質の有無:

+の多少はその量の多寒を示し，ーは脂肪の見らない場合a:示す。
十は有を示し，ーは無を示す。

ミトコンドリアぽ洞化前6日目より 4日目迄

ぼ次第ピ均加lするが，羽化前3日目に至ると極端

に減少してIi'よそ羽化前5日前f立の査となり，羽

化前2日目には再び、増加lして羽化前4日目とほぼ

同様な量となる。更に洞化前 I 日!~に vX~去に増加

する傾向を示し，洞化常日に五つ℃頂駄に建ず

る。即ち羽化前3日目を除いては羽化前6日目よ

り羽化賞日迄次第に増加lずる傾向が見られる

(同版 1，3， 7)。

各部位についていえば全時期を通じ前・ rp.

後部及び、主主;端部の順に多い(悩i版 2-4，5-8¥

ミトコンドリアぽ主として腺細胞内に普遍的

に散在する。その形態ぽ頼粒欣のもののみのとと，

叉ぽ211，日つらたって双球fl犬乃至唖鈴肢を主ナるも

の，数制連結するもの，又多数早詩集して塊般を旦

ずるもの主主がある(l品!版参照)。特殊な場合として

は糸flJ¥のもの又ぽ申:!!たのものを見る(l員i版 2¥1占1

頼約肢のものの大きさぽ1-2μ である。

とのようにミトコンドリアの連結するものや

のU氏乞呈するものの度合が大になるのぼ腺細胞内
にミトコンドリアの量が多い時期並びに部位にお

いてで、あって又桁集の度合ぽ内陸部に向うに従っ

て大となる。

羽化古iJ1日目即ち. ミトコンドリアが急:に増

加する時期に於てのみ前・中・後部に糸AAのミト
コンドリアが見られるととは他の時期と著しく異

なる現象であって，とれぽ特に中部に於て顕著で・

.ある。糸状のミトコンドリアの長さは腺細胞の長

軸の長さの竿分以上に誌するととがある。

以上.校保部のミトコンドリアのflk態をと一括し

て表示すると第2去の如くであるο

考 察

ミトコンドリアは一-般に頼粒欣・織制I;f!k及び、
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司君it前6日目

滑化自U5日目

司Hじ前 4日目

司1化前3日目

刻化前 2日目

刻化前 l日目

務化合日

(註)

北海道大里善良挙前t紀要

第 2 表

前i位 の蚤 | の峨度合|ミ 1コンドリア ミトコンドリア ミトコンドリアの形態 信t 考

目リ 前: 一

中 部 一

後 前l

古t .μJi~ 土 一
|頼粒状(双榔乃至多数
主主紡;

中 十 土
頼粒状{双球!伏乃至多扱
主主給・塊状)

守是 守i~ 十 十(t+) 将粒状問
述書E・塊状J

iiu i百: 十 一 !fl(粒!伏

中 剖i 十(什) 一(什)
T高松状(双球!伏乃至多数
連給・塊状)

後: 前l 十(十t) 一(村)
組中IfltJ((双丑，jt状乃至多数
連結・塊朕)

未端部 土(++) 一(t+) 
頼粒状(双球止Je乃至多数
辿結j

高官 i百1 一

中 古1¥ 一(+) (→ mn粒状

'1& 自1¥ 十(ー) 士
畑中t状(双球!伏乃至多盟主
連結・塊!伏)

米端部 一(+) (→ 頼粒状

i百: 一

土 土
県民粒状{初t球状乃至多数
連結・塊朕j

i& 前: 十(十t) 土(+十)
頼、粉状(双球朕乃至多数
連結・塊!伏)

米端部l 十t(ー) +十 願粒状・双球状乃至多数
迩結・塊!伏

前1 + 一 級殺欣・糸状

中 合ii +十 一{什) 穎粒状・糸状(双球!伏乃 糸状のミトコンド

後 部 柑(十)

未端 i昔話 +ト(十)

前 前仁、 十t(十)

中 部 十t(十)

ー後 長s 相{什)

未端部 附(t!+-什)

ミトコ νドリアの量

玄多重主連結・塊状) ザアが最も多い

柑(ー) 穎粒状・糸扶・双球状乃
至多数連結・塊状

ーす+0ー}
額約~}伏・双球}伏乃至多数
迩結・塊!伏

十(→
頼粒朕・双球状乃至多数
ー連結・(串!伏)

十(ー)
頼粒状・双球状乃至多数
主主結・塊状・(糸扶)

持+{廿)
頼粒状・双球扶乃至多数
連結・塊状

出(tt+-廿) w.a粒状・双球止Je乃至多数
、連結・塊状

十の多少はその多寡を:示し，ーは'ミトコンドリアの見られない

揚合を示す。括弧内は稀に見られる場合を示す。

ミトコンドリアの符集度合: 十の多少は符集の度合を示し，ーはミトコンドリアが散水して

いることを示す。括狐内は稀に見られる場合を示す。

ミトコンドリアの形態 t.'i~瓜内は稀に見られる扶強を示す。
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免1糸吠Eと呈ナるが，長形(織維欣及び、短糸欣)のも

のは COWDRY(1924)の述べている如く，頼右粒1

のものの縦の生I長ぐ，即ち仲びるととに依って生や

ると忠われる。著者等もかかる事買を羽化前1日

目の基部及び、校保部で視察した。‘新藤(1933)ぽ白

鼠の中腸の上皮細胞で或る時期にミトコンドリア

ぽ減量し，三たいでミトコンドリアが士宮量し始める

時識*iIlで・淡染する願粒扶・梓扶及び糸Hf(のミトコ

ン:トソレアが出現ナるのを見ているが， ヒマ震に於

てもミトコンドリアが念に増加する時期即ち羽化

前 1日目に基部に繊維欣・校保部に糸W(のミトコ
ンドリアが出現するのを見た。特にミトコンドリ

アの絶封量が各観察時期を通じて後部乃至未端部

に多いことぽ未端部に向う程増加力又ぽ分裂能力

が強ーいと考えられるe

化率的性吠につい℃ぽミトコンドリアぽその

生長時期によって，又生長の後に於てもその位置

もしくは活動の時期によって固定剤に封する安定

度を異にし，幼若なミトコシドリアぽ生長したも

のに比べ固定剤1'1::封して不安定で、あると考えられ

る。即ち基部では~~化前 6-3 日目，位保部でf"k，

洞化前 6 日目にミトコンドリアカ;.~!られない。又

羽化前1日目の校懐古:f>I，'C.於て糸欣のミトコンドリ

アを見るが頼粒航のミトコンドリアはごく小量で、

ある。校保部に於て~~化前 3 日目にミトコンドリ

アが減量ナるのぼ活動時期による固定瑚U[tC ~iす

る安定度の差異に基づくものと忠ぼれる。西田

(1952)ぼ魚匹の新-化腺のミトコンドリアをと観察し

て，相粒ぽ僻化に近づくにつれ大きさも士宮し，教

も増加し，著しいものぼ頼粒が集って塊ilj(を旦ナ

るととを.見ているが， ヒマf霊の粘i夜腺に於てもか

かる事賓が見られた。

脂肪粒は校保部11:ぽ見られないで基部にのみ
見られるととは前越の如くであるが， ミトコンド

リアと脂肪粒とは明らかに匝別するととは困難で、

あった。

本質験に於けるミトコンドリアの固定・染色

訟に除jしては， CHAMPY 液で固'ιしてゼ、ラチン鍍
銀法を施したものが最もよい成績を示し， FLEM-

MING液で固定してゼラチン銀銀法をと施したもの

がとれに弐ぎ， CHAMPY液叉ぽ FLEMMING液で

固定して KULL法を施したものはやや不良でj

FLEMMING 液に微量の酷限を合んだ液で、固定して

KULL法を施したもの，又 REGAUD液で固定L

て HEIDENHAINiron同haematoxylinで染色した

ものぼ不良であった。

摘要

1. 外部構造JZ基部ぽ家震と同一で、あるが，

校{庭部Jまその構造を異にし，未端が盲管に経る翠

ーの管である。内部組織ぽ家震のそれとほぼ同ー

である。

2. 基部のミトコン Fリアぽ羽化前3日目よ

り洞化賞日まで見られ，特に羽化前I日目に顕著

に増加する。その形態は頼131:航・短糸Hk及び、織椎
HJ(である。又短糸tU¥のミ aトコンドリアが核の周閏

に集っているのが見られた。頼粒AAのものの大き
さぽ 1-2μ である。

3e 校保部のミトコンドリアぽ羽化前5日目

より洞化常日まで見られ，洞化前3日目を除いて

ぽí.1~化に近づくに従ってその査が多くなる。特に

羽化前 1日日に念に増加lナる。校保部位に於ては

前部より未端部へ向う程その査を増加する。その

形態は頼、粒;lk-双球JlkJう至唖鈴JU¥・数{関連結する

もの・塊tU¥及び糸Hk等を呈ナる。頼1i刊たのものの

大きさは 1-2μ である。

4. 基部・校保部共に羽化前1日目，即ちミ

トコンドリアが念に増加する時期に，基部には融

維欣，校係部には糸tU¥のミトコンドリアが見られ

るのぼ他の時期と大いに異なるととろである。

5. 脂肪粒ぽ基部にのみに見られるが，羽化

前6日目にぽ細胞外方部又ぽ基底眼中に見られ，

淘化に近づくに従って細胞質中に見aされる。脂
肪粒の一部ぽ粘液物質と共に管腔に排出されるο
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Resl.lme 

〆Inthis paper au account is given of cyto-histological investigation of the mucous gland 

in the fem.ale Eri-silkworm moth with special reference to the mitochondria. As materials 

for the experiment， pupae from the sixth day before emergence to the day of emergence 
were used， fixed rnainly with Champy・ssolution. and stained after the “Gelatin-silver im.pre-
gnation method" (SIDNAGAWA， C. 1949). 
The results are summarized as fol1ows. 

1) Two parts， namely the basal and the branch part， are distinguishable in the mucous 
gland as in the case of the domestic silkworm moth. The branch part is a single tube which 

ends into the b1ind tube di妊eringfrom that of the domestic silkworm moth. The internal 
construction of the gland is cIosely sim.i1ar to the domestic silkworm's. 
2) . The granular and fibrous m.itochondria are seen scattering in the basal part from. the 

third d'ay before emergence to the day of emergence. Their quantity remarkably increases on 

the last day before emergence. On th且tday the filamentous mitochondria can be seen in the 

cytoplasm、andfibrous mitochondria are occasionally observed on the boundary of the nucIeus. 
3) The mitochondria of the branch part are seen from the fifth day before emergence 

. to the day of emergence， and excepting the third day before emergence， they increase in 
quantity as th.e pupae are approaching emergence. 
The mitochondria in this period take the granular， elongated， rosary， and Iump shapes. 

That the mitochondria in the branch part remarkably increase in quantity and take the 

filamentous form on the 1ast day before emergence is the samephenomenon as in the crse 

of the basal part. But such is not the case on other days. 
The mitochondria in the branch part are recognizable to increase in quantity towords the 

distal portion frolIl the proximal one. 

4) The fat. bodies can be seen only in the .cells of the basal part. They appear espe-

cially both in the distal portion of the gland cells and in their basement membrane on the 

sixth day before emergence， but as the emergence approaches，ーtheycan be observed also in 

the cytoplasm. A minority of bodies are extruded into the g1and Iumen of the basal part 

together with the mucous substance. 

園版説明

1~8. 枝係官官佑率 800 倍 9. ;1事部倍率 100倍

校除部は凡て上が管11'空側にあたる。

1.洞化前2日目 後'部

2. 洞化前 1H目 中部

3. 刻化前 l日目 t& 淵i

4. 羽化前 1日目 未端部

5. 羽化 i;:iEl 前官\~

6. 洞化常日 中部l

7. 洞化賞日 後部

8. 羽化常 H 未端音¥i

9. 羽化前2日目 基部腺細胞

糸状b ミトコ y ドリアを示す。

ミトコ Y F' 9アが宇野集している。

ミトコ y ドリアが符集している。

ミトコ γ ドリアが符集している。

S…-球朕を呈する分i必管。



/' 

圏 版 I


